
 

 

申 請 事 業 名 相模台インターナショナルフェスタ事業 【 № １ 】 

申 請 団 体 相模台インターナショナルフェスタ実行委員会 

事 業 目 的 等 
地域の活性化を目指し、地域内に生活する世界各国の方々を含め、元気で笑顔あふ

れるお祭りの一日を皆で作り上げる。 

交 付 決 定 日 平成２８年 ４月 ７日 

交 付 決 定 金 額 1,135,000 円 （全体事業費 1,143,009 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

1 開催日時：平成２８年５月１５日（日）午前１０時から午後４時 

2 会場：南台公園 

3 内容：ステージ、模擬店（各国の物産・食べ物など） 

4 事業結果 

・来場者数         ３，５９０名 

・パフォーマンス出演者   ２５５名 

・模擬店出店者        １０５名 

・実行委員、協力者       ５０名 

 

◇自己評価 

今回の開催にあたっても相模原市をはじめとするいろいろな関係者の方々のご援助を

頂きました。昨年に続く催しのため来訪者の期待も大きく大盛況でした。また、開催と共に
来場者が続々と押しかけ模擬店の品物などはよく売れる状況でした。このような機会を皆
さんが待ち望んでいたことを確認できました。自己評価としては最高点を獲得したと評価し

ます。 

市 評 価 
今回で３回目の開催となり、相模台地区の行事として定着しつつあり、地域を盛り上げ

ている。ステージ出演やテントでの展示に多くの学生が参加しており、若い世代の地域行
事参加も促進している。課題をよく検討してさらに発展して頂きたい事業である。 

備 考  

平平成成２２８８年年度度  相相模模台台地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 小田急相模原北口駅前広場植栽事業 【 № 2 】 

申 請 団 体 南大野自治会 

事 業 目 的 等 
自治会区域内にあり、相模台地区の玄関である駅前ロータリーを花でうめることによっ

て、地域の印象を明るくし、多くの方を和ませる。 

交 付 決 定 日 平成２８年 ４月 ７日 

交 付 決 定 金 額 132,000 円 （全体事業費 132,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

小田急相模原北口駅前広場に植栽を行った。 

①開催日：平成２８年 ６月１１日（土） ９時から１４時 

  参加人数：５０人、植栽数：４８０苗（ベコニア） 

②開催日：平成２８年１１月１２日（土） ９時から１４時 

  参加人数：２７人、植栽数：４８０苗（パンジー） 

 

◇自己評価 

地区の玄関口である駅前を花で飾ることで、相模台地区の印象を明るくし、多くの方を

和ますことができた。「おださが」という花文字をつくることで単に花を植えるだけでなく地

域の一体感や愛着の一助にもなったと思う。今年度は、春と秋の２回実施し、長期間楽し

んでいただけるものとなった。 

市 評 価 

昨年の秋に駅前広場に「おださが」の花文字を作った事業の継続である。今回は春と秋

に植栽を行うことで、年間を通して花文字や植栽を見ることができ、「おださが」の花文字

は駅前のシンボル的存在となっている。地域への愛着が伝わる事業である。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 ごみ集積所マナー向上及び自治会加入促進事業 【 № 3 】 

申 請 団 体 相模台地区自治会連合会 

事 業 目 的 等 

ごみ集積所の利用マナーの向上を図り地域環境を保つ。また、ごみ集積所利用者に集

積所の設置に自治会が関わっていることを伝えることにより地域での自治会の役割の認

識を深めてもらい、自治会加入を促す。 

交 付 決 定 日 平成２８年 ６月２３日 

交 付 決 定 金 額 467,000 円 （全体事業費 467,856 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

ごみ集積所の利用マナー向上と自治会加入を促すプレートを作製。 

各自治会に配布し（全自治会で約 1,000枚）、ごみ集積所に設置し、ごみの捨て方等の

マナーや、ごみ集積所利用者に集積所の設置に自治会が関わっていることを周知するこ

とにより地域での自治会の役割の認識を深めてもらい、自治会加入を促した。 

 

◇自己評価 

ごみ集積所は、地域の住人がごみを捨てるために週に数回は利用する場所である。自

治会加入者が減少している中で、自治会加入促進のための文言を取り入れた看板をごみ

集積所に設置したことは、自治会の存在を地域にアピールし、自治会加入を促進すること

に効果的であると思われる。 

市 評 価 

ごみ集積所の利用マナー向上は日々の生活に密着した課題である。今回の取り組み

は、多くの人に自治会活動の一部を理解してもらう機会となった。 

ごみ集積所の美化とともに、自治会加入増加に繋がることを期待する。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 自転車マナーアップ運動 【 № 4 】 

申 請 団 体 相模原市安全・安心まちづくり推進協議会 相模台支部 交通部会 

事 業 目 的 等 地域・警察等が連携して、自転車マナーの向上を図る。 

交 付 決 定 日 平成２８年 ６月２３日 

交 付 決 定 金 額 330,000 円 （全体事業費 350,556 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・スタントマンによるスケアード・ストレイトの実施 

 ・相模原南警察署の交通課職員による自転車マナー講習 

 ・啓発物品の配布 

 ・ポスター、回覧板等での事業周知 

 実施日 平成２８年１１月６日（日）午前１０時３０分～１１時３０分 

 場  所 桜台小学校校庭 

 参加者 ２５０名 

  

◇自己評価 

地区内は道路が狭く、自転車専用道路もないので、自転車に乗る人のマナーが交通事

故の防止に深く影響していると思われる。 

マナーの向上は不可欠なので、今後も自転車のマナー向上に繋がる交通安全講習会

を計画し、地域の安全と活性化に努める。  

小学校開催ということもあり、たくさんの小学生親子に来ていただけて良かった。 

市 評 価 

相模台地区は自転車のマナー向上が課題で、日頃から交通安全の啓発活動を行って

いる。 

今回の事業は、交通事故の再現を直接見ることで交通安全の大切さを実感することが

でき、日頃の啓発活動に加えてさらなる安全意識の向上に寄与するものであった。地域

課題解決の一助になる事業である。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 50周年記念事業による自治会加入促進運動 【 № 5 】 

申 請 団 体 相模台団地自治会 

事 業 目 的 等 居住者全員が自治会員になることを目指す。 

交 付 決 定 日 平成２８年 ６月２３日 

交 付 決 定 金 額 140,000 円 （全体事業費 152,280 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

各種催し等のポスター・チラシに自治会加入案内を掲載して加入促進した。 

 （作成委託分）  

   夏まつり  ： 各サイズ合計３８０部（商店街他にも配布） 

   防災訓練 ： 各サイズ合計 ９部 

 （自己製作分） 

   自治会加入促進チラシ、自治会会員拡大キャンペーンチラシ 

   自治会ニュース、もちつき大会チラシ等 

 

◇自己評価 

 新規加入していただいた方が２０世帯を超えました。  

 今後も、多くの方に自治会に加入して頂けるよう、活動を続けていきたい。 

市 評 価 

自治会が開催するイベント等の機会をとらえて、こまめに自治会加入促進活動を行っ

た。頻繁にチラシ等を配布することにより、加入者増加が見込めると同時に、自治会の活

動や役割を多くの方に周知するよい機会となった。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 防災活動円滑化事業 【 № 6 】 

申 請 団 体 自治会法人御園五丁目自治会 

事 業 目 的 等 
震災時の住民の安全を確保するとともに、自治会の防災に対する取り組みを周知する

ことで自治会加入増進につなげる。 

交 付 決 定 日 平成２８年１０月２０日 

交 付 決 定 金 額 98,000 円 （全体事業費 98,820 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・災害時避難場所（一時・広域・避難所）明示の看板 ７枚（縦680㎜×横400㎜）自治会

内及び周辺に設置 

・一時避難場所であることを明示した横断幕 ２枚(縦1,000㎜×4,000㎜）一時避難場所

（ふれあい広場）に設置 

 

◇自己評価 

日頃の防災活動の取り組みの周知と、災害時の住民の安全のために、避難場所等の掲

示と、一時避難場所を明確にした。 

市 評 価 

自治会内に避難場所等を多く掲示することで、災害時の住民の行動がスムーズになる

と同時に、日常から防災意識の向上が図られる。 

 また、「じしんのときはここにあつまろう」と一時避難場所に大きく掲げたことで場所を

明確にするだけでなく、災害時の共助の重要性が伝わり自治会加入者の増加も期待でき

る。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 相模台地区民生委員児童委員協議会広報紙発行 【 № 7 】 

申 請 団 体 相模台地区民生委員児童委員協議会 

事 業 目 的 等 

民生委員児童委員の活動紹介をする広報紙を作成し 全戸配布することにより 民生委

員活動の目的である一人暮らし高齢者の把握、生活困窮者支援、子育て支援などの福祉

課題に対する活動をＰＲし、地城福祉づくりの一助とする。 

交 付 決 定 日 平成２９年 ２月 ２日 

交 付 決 定 金 額 66,000 円 （全体事業費 66,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

広報紙を作成し、民生委員児童委員の活動を紹介することにより、地域福祉の相談窓

口を広く周知した。 

 広報紙は相模台地区を４エリアに分け、区域別に作成した。民生委員による各戸配布は

年度内に間に合わなかったが、まちづくりセンター窓口やサポートセンター楽らく等に配架

した。各戸配布は４月の早い時期に実施する。 

総作成部数：２４，０００部 

 

◇自己評価 

 広報紙の配布を民生委員自ら各戸配布することにより、より多くの方に身近な相談相手

として民生委員・児童委員を知ってもらえると思う。福祉において悩んでいる方が孤立しな

い地域づくりの一助となった。 

市 評 価 

民生委員の改選に合わせて、民生委員活動や地区担当を紹介する広報紙を作成して

配布しており、今回で３回目となった。 

定期的に広報紙を配布することで、転入者や新たに援助が必要になった方に福祉の相

談窓口となる民生委員を周知することができ、地域福祉の充実に寄与している。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名 青パトによる安全安心活動 【 № 8 】 

申 請 団 体 相模台地区自治会連合会 

事 業 目 的 等 
青パト車両を使用して防犯パトロールや交通安全運動を行うことで犯罪や事故を抑止

し、地域の安全安心に役立てる。 

交 付 決 定 日 平成２９年 ２月 ２日 

交 付 決 定 金 額 229,000 円 （全体事業費 264,510 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・青パト車両の整備（回転灯、拡声器、車両名入、保険等） 

 ・青パト講習会実施（２月２日）４８名参加 

 ・パトロール実施の手引き作成 

 ・青パトによるパトロール開始（３月２９日） 

◇自己評価 

 青パトを導入することで継続的に地域のパトロールを行うことができるようになった。今

後、防犯団体や交通安全団体等との協力も期待でき、地域の安全・安心が一層向上する

ものと思う。 

市 評 価 
継続してパトロールを実施し、犯罪や交通事故の減少につながることを期待している。

今後、防犯や交通安全に係る団体等との連携も考えられ、発展が見込める事業である。 

備 考  


